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論文内容要旨
 可撤式ブリッジの長所は数多いが,その維持装置は,複雑な調節が必要で,摩滅による維持力の
 低下の恐れもあり,新しい維持装置の開発が望まれている。その維持装置に磁性アタッチメントを
 応濁する方法もあるが,概製の磁性アタッチメントには問題もあり,可撤式ブリッジヘの応用には
 限界がある。
 そこで永久磁石合金の外冠と,磁性ステンレス鋼の内冠を,それぞれ歯科鋳造で作製することに
 よ甑外冠自体が磁石と参り,その維持を磁力に求める可撤式ブリヅジの開発が行われた。白金鉄
 系磁石合金が,これに適した永久磁石と考えられ,この合金の歯科鋳造用合金としての可能性が,
 菅野らにより検討され,臨床応用の可能性が示唆されている。
 ところで,白金鉄系磁石合金の耐食性について,奥野らは展神秘について調べ,白金に準ずる優
 れた耐食性を持つことを示している。しかし,鋳造材の耐食性については,全く検討されていない。
 さらに,白金鉄系磁石合金と磁性ステンレス鋼は環腔内において吸着し,その結果互いに接触して
 使用される。白金鉄系磁石合金は,非常に貴な性質を持つことから,ガルパニック腐食が生じる可
 能性がある。よって,両合金の接触腐食挙動についても囲らかにしておく必要がある。
 そこで,これら磁性合金の耐食性を調べ,歯科臨床への応用の可能性を検討した。耐食性は,電
 気化学的測定や,イオンの溶串試験,金属組織の観察などから行った。
 白金鉄系磁石合金の基本組成であるPt一(69.75moi%)Fe《0.75mo1%)Nbは,37℃の生理食塩
 水および1%乳酸水溶液中で優れた耐食性を示した。菅野らにより開発されたPt《69.75mo1%)
 Fe一(0.65mo翫)Nb一(0、imo1%)S量も,37℃の生理食塩水および1%貌酸水溶液中で優れた耐食
 性を示・した。i%乳酸水溶液中でのPt-Fe-Nb-Siからの溶撮イオン量は,Pt-Fe-Nbからより
 も多かったが,これは両合金の金属組織の違いに起因す'ると考えられる。白金鉄系磁石合金の鋳造
 体の耐食性は,従来の貴金属合金の耐食性と同等か,それ以上と考えられた。
 磁性ステンレス鋼は,単独では高い耐食性を示すが,自金鉄系磁石合金と磁性ステンレス鋼を組
 みあわせると,磁性ステンレス鋼からの溶串量が増える傾向にある。これは,自金鉄系磁石合金に
 対して磁性ステンレス鋼の面積を小さくすると顕著となる。
 この可撤式ブリッジを製作する場合は,孔食電位の高い磁性ステンレス鋼を選択し,白金鉄系磁
 石合金に対して面積を小さくしないようにしなければならない。隙間腐食の可能性の減少のため,
 表面の研磨も重要である。溶出量が増加するとしても,他の歯科用合金からの溶出量より,わずか
 に多いにとどまり,溶出元素も,アレルギーを起こしにくい鉄であるため,問題は生じにくいと考
 えられる。
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審査結果要旨
 可撤式ブリヅジは,優れた特徴を有しながら,その維持装置の製作が煩雑なため,限られた臨床
 応用しかなされていない。この維持装置に既製の磁性アタッチメントを応周する方法も試みられた
 が,これにもスペースなどの問題があった。そこで,永久磁石合金製の外冠と,キーパーの機能を
 有する磁性合金で作られた内冠を,それぞれ歯科鋳造により製作した可撤式ブリッジを考案した。
 白金鉄系磁石合金と磁性ステンレス鋼が,その製作に適当と考えられ,これらの合金の歯科鋳造馬
 合金としての可能性が検討されている。
 本研究は,この開発研究の一環を成すものであり,白金鉄系磁石合金と磁性ステンレス鋼の耐食
 性について調べたものである。近年歯科用合金の金属アレルギーの問題など安全性が注目されてお
 り,この観点からも,臨床応用に際して耐食性の検討が必要である。白金鉄系磁石合金は,原子比
 では白金より鉄が多い合金であるため,縦食性について懸念されるが,その鋳造材の耐食性は明ら
 かにされていない。また,自金鉄系磁石合金は磁性ステンレス鋼と組み合わせて胴いられることか
 ら,ガルパニック腐食についても十分に検討しておく必要があるが,これもまだ明らかにされてい
 ない。
 この研究における金属の耐食性の検討方法は,ポテンショスタットなどによる電気化学的測定,
 亙CPによるイオンの溶出試験,狂PMAによる金属組織の観察と分析から行っている。この結果,
 基本的組成の白金鉄系磁石合金と,新たに開発されたシリコンを添加した白金鉄系磁石合金は,37
 ℃の生理食塩水中およびま%乳酸水溶液中で優れた耐食性を示した。また,シリコンを添加した合
 金は,鋳造性は優れるが,1%乳酸水溶液中で若干の溶出イオン量の増加が認められ,これは金属
 纏織の違いに起罎することを閉らかにした。これら白金鉄系磁石合金の鉾造体の耐食性は,歯科用
 金合金に較べ,生理食塩水中では優れており,1%雅酸水溶液中でも同等以上であることを見濃し
 た。
 磁性ステンレス鋼は,単独では高い耐食性を示したが,自然電極電位の高い白金鉄系磁石合金と
 組みあわせると,磁性ステンレス鋼からの溶思量が増える傾向であった。しかしイオンの溶出は,
 鉄イオンがほとんどであった。これは,両合金の間に発生する高い電位差が原因であると考察して
 いる。ただし,その増加した溶感量でも,金銀パラジウム合金からの銅などの溶出量より,わずか
 に多いにとどまり,耐食性は良好であった。
 臼金鉄系磁石合金は,歯科鋳造により自由な形態が付与でき,磁性ステンレス鋼と組み合わせて
 用いても,生体内で腐食の心配がなく,安全に使用できることが示された。これは,白金鉄系磁石
 合金と磁性ステンレス鋼の可撤式ブリッジの臨床応用の道を開くこととして意義深い。以上を勘案
 すると,本論文は博士論文としての価値を有している。
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